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　今回の学校だよりは、佐賀市一斉フリー参観デー、教育講演会、地区懇談会、校内研究、お知らせ

（公衆電話撤去期日延長）、よかねぇ佐賀弁です。

ふるさとを愛し、

自信と誇りをもち

未来を拓く子どもの育成かなやま 学力･心力
体力･労力

文責 校長 杠

６月９日（日）は、佐賀市一斉フリー参観デーでした。今年度は午前中をフリー参観として実施

しましたが、たくさんの皆さんの参加をいただきました。ありがとうございました。①授業、②ふ

れあい道徳、③教育講演会、④地区懇談会と大変充実した一日の中で、いつ、だれに見に来ていた

だいても、生徒の活躍を御覧にいれることができる三瀬の生徒たちの、そして、三瀬校の素晴らし

さを改めて実感しました。お気づきのことなどございましたら、いつでも学校までお知らせくださ

い。

今年の教育講演会は、中学校の校長先生を歴任され、御退職後、佐賀女子高等学校の校長先生と

して活躍された、ＮＰＯ法人桃李塾理事兼副塾長の吉木知也先生を講師にお招きして開催しました。

「夢や目標をもとう」と、「コミュニケーションを大切にしよう」と力強く訴えられる吉木先生に、

小学部１年生から中学部３年生まで、そして、保護者の皆様、教職員、誰もが魅了されました。ギ

ター演奏のもと「未来へ」「乾杯」を熱唱され、時間があっという間に過ぎていきました。子ども

たちは、お話してくださったことを、これからの人生にきっと生かしてくれることと思います。企

画・運営をしてくださったＰＴＡ役員の皆様、ありがとうございました。

今年の地区懇談会は、児童生徒と保護者、教職員が一同に会して行うことができました。子ども

たちの安心安全のため、熱心に話し合いをしていただき、ありがとうございました。みんなで子ど

もたちを守ろう、育てようという気持ちが溢れた地区懇談会は、大変有意義な時間でした。これか

らも、御理解と御協力、どうぞよろしくお願いいたします。



　次号は、ＪＲＣ結団式、生徒総会、高校説明会を掲載する予定です。

今号は「ひ」で始まる言葉です。三瀬の冬は、ひやかもんねー。

① ひーたれ ② ひだるか ③ ひっとずっ ④ ひやか

①弱虫②お腹が空いた③出てしまう④寒い

地区懇談会での貴重な御意見、ありがとうございました。その中で、「公衆電話の撤去」について、２地

区より御意見をいただきました。「部活動終了時の連絡ができなくなることについて、早急な対応を望みま

す」、「学校はどうされるのか、お聞きしたい」という御意見でした。ＮＴＴビジネスソリューションズで

は、公衆電話の新たな設置基準に従い、全国で適正配置に向け現状の約１/３～１/４程度までに設置台数を

削減することを進められています。しかしながら、①本校生徒の通学が広範囲であること、②自然災害のリ

スクが高いこと、③部活動等が大変活発な地域であること等を理由として、再度、撤去に伴う対応について

の協議の時間をいただきたいと依頼をいたしました。そこで、今年度末（Ｒ７．３．３１）まで撤去期日を

延長していただけることになりましたのでお知らせいたします。今後、学校の電話を利用する時の約束等を

含め、保護者の皆様と対応策について協議をしていきたいと考えています。どうぞよろしくお願いいたしま

す。

●ＮＴＴビジネスソリューションズからは、次のような提案がなされています。

この場合、ピンク電話一台１２～３万円の費用と、月々の２,５００円の基本料がかかります。また、ピ

ンク電話はすでに生産が終了しているため、現在あるものだけとのことです。三瀬中学校の公衆電話の月の

平均利用額は１,２９３円です。

保護者の皆様の御理解、御協力、そして御意見をどうぞよろしくお願いいたします。

現状通り、タイムラグなく利用するためには、現在の公衆電話の撤去と同時にピンク電話を設置をす

る。

学校では、毎年、研究主題を定めて、教職員が研究を行っています。三瀬校では今年度より、少

人数集団における学びを深める学習指導の改善と充実を目指し、「学びをつなぐ小中一貫教育の実

践」～児童生徒の実態に応じた学びの深まりを目指して～という研究テーマを掲げ、研究を始めた

ところです。

６月１２日（水）に、今年度初めての研究授業を行いました。数学科の１、２年生合同の異学年

交流授業でした。授業開始から５分余り、授業者の説明が終わると、生徒たちは黙々と自分の学習

に向かいました。そして、生徒たちは個人思考が終わると、自然と学び合いを始めました。解決に

時間がかかる課題には、複数人で学び合っていました。この授業では、最後は２年生がみんなで、

１年生に考え方を教えている姿がありました。「大丈夫、大丈夫」「ちょっと来て」「ちょっと

待って」「どういうこと？」「分かった」「ありがとう」、誰一人として学び合いをやめない生徒

たちに感動しました。指導助言の先生も、子どもたちの頑張りに大変感動され、お褒めの言葉をい

ただきました。

授業終わりには、次の時間の予習プリントが配られています。どんどん予習をして授業に臨む生

徒が増えているそうです。三瀬校授業スタイルの「つかむ」と「考える」を家庭で、「深める」を

授業で、生徒たちが主体的に取り組み始めた学習スタイルです。自己調整（自己マネジメント）し

ながら、学習を進めようとしています。どうぞ、御家庭での励ましをよろしくお願いいたします。


